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1. はじめに

潮汐や潮流の観測tてないて，資料の整理・解析は，測得値の検算（糊汐）や大型電子計算機処理（潮流）

の必要性から多大の労力と時間を要し，従来から作業の簡略化が叫ばれてきた日

近年，電子技術の急激な進歩Kより，観測船への搭載も可能な小型・大容量のパーソナルコンビュー タの

入手が容易Kなった。とれを機会K，海象観測業務（観測l値の整理・解析 ）VL役立てようと，昭和57年 8月

及び昭和58年 3月の 2回Kわたb，全管区水路部K日本電気（株）製のPc-8800が配備された。
その後，本庁及び各管区でプログラムの作成や既存プログラムUてついてFORTRAN言語から BASIC言語

への変換作業が行左われ，ととK潮汐・潮流関係統一プログラムの第一段が完成したので紹介する。

2. システム構成

本プログラムの寒行K必要なシステムは， NECのPC・-8801を本体として，カ ラー専用高解像度ディ スプ

レイ， 8インチ標準フロッピーディスクユニ ット，漢字プリンタから構成される（第1図）。

各装置の概要は次のとなりである。

A : NEC PC-8801本体 （漢字ROMホL ド内装）

ユーザーズメモリ 64 Kノξイ卜

I B 1= B：カラー専用高解像度ディスプレイ

14インチ， 640×400ドット

c : 8インチ標準フロッピーディスク

記憶容量 2M バイ卜

D；漢字プリンタ （漢字ROMボード内説）

18ピンヘ ッ卜二 JI S第一水準漢字 約 3,000字

非漢字約 700種
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3. 操作法
第1図 システム構成（PC-8800)

まず最初K，すべての装置のスイッチをオンにし，統一プログラムディスクをドライブ 1V'Lセッ卜する。

次K，リセットボタンを押すとツステム（ N88 DISK-BASIC）が起動し，自動的Kフ7 イルを 3個

確保して，第2図VL7Jミオメニ ュー画面を表示する。
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ととで，番号を選択入力するととKよbプログラムがロードされ，ジョブが実行できる，J

古古古由湘；$＞.湘 i~ 関｛長統一 7ロザラム《海上院官斤本 16 話》肯古古古 立士古由潮汐・湘；E聞怯統一ブロヴラιf海上程官庁本路部｝古古肯由

v・r・IonI 0 
番号 霊il番号 ！日フ 7 イ ）~名 ブロデラム名榊r.1 '84> 番号 量得番号 ｜日フTイJレ名

TI -0 I KA05 

2 Tl-02 DCHECK 

3 T:3-0 I 1イりン 2 
4 T3-02 KA I I I 

5 T5-0i EHTH 

6 SJ-01 TC-COM 
7 SJ-02 TRNSIT 

8 Sl-03 AGE DEC 

9 52-01 page I 
10 52-02 H.A.15-M 

思lfする番号を入力して下さい

(Ii;百・リヲザン 実行IH:El 

ブロクラム名 榊F・3・”
舗掴戚果のit凪

デ－91主査
潮汐のllt揮
官章略的調高

電時湖高フ 7 イ ）~

海遺骨速lf胃
京隠上経過B~
月令とif.ll
一畳在調 fO 骨附と ~gj1 計寓
15畳在調柑骨院

｜｜ 54-01 I¥ A I 6 I 時準白大温G2正計画
12 日4-02 STSE 盤沈Ii円の合成
13 55-01 HAJ5-D I 5畳在調to骨院予－ 9作成
1」 R3-0I SUI SAN 調；9・ ；盤沈のlttlf
15 P3-02 tenmor, 天文引践の計画
！日 R4－口｜ S-CURV 四季曲線

17 

18 

10 
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蝿l！する番号を入力して下さ!l
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第2図 メニュー画面

4. 登録プログラム

(1) 験潮成果の作成

験潮記録から読み取った毎時潮高，高低潮の時刻と潮高や，気圧，気温，基準測定値をディスクK保管し

験潮成果表を作成する。毎時潮高Kついては，データ検査を実行し，誤bと思、われる測定値を出力する。

(2) データ検査

験潮記録から読み取った毎時潮高をデータ検査して，フロッピーディスクK出力する。検査開始日は何日

からでもよいが，期間は 31日以内でなければ左らない。

(3) 潮汐の推算

潮汐表第一巻の標準港Kついて，港番号，年月日を指定すれば潮汐の概算推算値が求められる。出力は

天文引数，使用定数，毎時潮高がプリ ントアウトされるほか，潮候曲線1日分をハードコピーするととがで

きる。標準港以外Kついては，調和定数をキーポ｝ドから入力して，前記と同様の推算をするととができる。

(4) 任意時の潮高

相次ぐ高低潮の潮時，潮高を入力し，その中聞の任意時Kなける潮高を求める。潮汐表巻末の「任意時の

潮高を求める表jをプログラム化したものである。

(5）毎時潮高フ 7 イル

プログラム” Tl-01 及び Tl-02 でフロッピーディスクK出力された毎時潮高データを，水

路部大型電子計算機K再入力するための編集機能を有した入出力変換プログラムである。

(6) 流速分速計算

験流器（ OC , NC , DCM -II ）の流向，流速値を入力するととκより，流速の換算や北方，東方の分速
を計算して，その結果を作表し，フロッピーディスクへ出力する。との作業を実行するため，新規作成，追

加，修正，印字，フ 7 イノレの写しの 5個の機能が設けてある。

(7) 太陰上経過時

任意地点(IL;t,~ける，任意日の月の上経過時を計算する。計算精度は，士 1 分以内である。

(8) 月令と赤緯

西暦1900年以降， 任意の地点Kなける月令及び月の赤緯を計算する。計算精度は，月令が土 0.1以内，

赤緯が土 1I である。
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(9) 一昼夜調和分解と改正計算

一昼夜潮流観測による測符｛自在調和分解し，標雌点の調和定数Kより大潮期K改正計算して，フロッヒー

ディスクKデータを出力する。

同 1 5昼夜調和分解

1 5昼夜潮流観測Kよる測得値Kついて，調和分解をする。計算方法は，小田巻Kよる最少自乗法である。

処理条件としては，西暦1900年以降の観測値Kついて，任意の地点（全世界）の計算ができる。

なまf，計算開始時は何時からでもよいが，期間中K欠測があってはならない。

ω 標準点大潮改正計算
潮流調和定数（ M 2 , S 2, K I , 0 I , M 4 , MS 4，恒流）を用いて，平均大潮期及び年間最大期の毎時の

流向，流速を計算する。計算する時間は，潮汐観測点を棋滋とする場合は尚糊から，また潮流観測点を標準

とする場合は上げ潮流最強時から 1時間どとの 1日分である。太陰上経過時からKついても，同様（tL計算を

するととができる。

ω潮流楕円の合成
一昼夜潮流調和分解Kよって算出されるMl～M9の分制i流群Kついて，との北方，東方成分から楕円要

素を計算する。をた，ディスプレイに個々の楕円や潮流ホドグラフの表示ができる。

同 1 5昼夜潮流調和分解データ作成

1 5昼夜の潮流観測で得られた北方・東方の流速値を入力し，フロッピーディスクK出力寸る。

危な，編集機能も兼ね備え，データの修正や作表もできる。

帥潮汐，潮流の推算

潮汐，潮流の調和定数（最大60分糊）を入力し，推算を行な う。出力は，計算値が印字されるほか，フ

ロッピーディスクKフ7 イルを作成し，推算カーブが表示される。

潮汐については， 10分あるいは 1時間どとの潮位及び高低潮の時刻と潮高を推算する。

潮流の主方向表示Kついては， 10分あるいは 1時間どとの流速及び転流時，最強時の時実IJ，流速を推算

する。ただし， ベクトル表示Kついては，10分あるいは 1時間どとの値のみ推算できる。

念まp，計算精度は，潮汐表と比較して高低潮，最強時，転流時の時刻が 1時間どとの計算で土 5分以内，

1 0分どとで±3分以内である。をた，Zoが 10 0 mの場合で士 1cm以内，流速が 6lm程度のときで土 0.1 

lm以内である。

同天文引数の計算

調和分解及び推算K使用する最大60分糊の天文引数（月や太陽の運動K関する要素 ）を計算する。主K

サブルーチンとして使用できるようK作成してあるo

。。 四季曲線
潮汐あるいは潮流の 6分糊（ M2,82, K2, Kl. 01. Pl）の定数値を入力して，四季の朔望及び両

弦（！L:t~ける曲線の計算を実行する。出力は， 1 時間どとの値がプリントアウトされるほか，ディスプレイ K

曲線を描き，それをハードコピーするととができる。

5. おわりに

本プログラムが完成きれた結果，主K次の業務が簡略化された。

o験潮記録読み取タ値の検算時聞が短縮された。
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o潮流観測者が，現地観測作業から報告書作成主での一連の処理をするととが可能となった。

o潮汐，潮流のななまかな推算が可能となった。

今後は，との統一プログラムK修正を加え機能を拡張すると共K，特K次の2種の新規プログラムを開発

するととKよb追加，更新を図って行〈考えでいる。

o昭和59年 3月K当システムの周辺装置として，図形読取機（ ND-03）とXYプロッター（ MP

1000 ) を全管区K配備したととK伴い，とれらを使用して報告書，図面が作成できるプログラムを開発す

る。

o急激k重要度の高安っている外洋性沿岸域の流況調査データを解析するためのプログラムを開発する

最後K各プログラムの作成者を次に示す。

登録番号 氏名 登録番号 氏名 登録番号 氏名 登録番号 氏名

Tl-01：岡本博行 T5-0l：福島繁樹 82-01：徳江猪久二 85一01：福島繁樹

Tlー02；福島繁樹 Slー01：今西字士 82-02：福島 繁樹 R3ー01：豊嶋 茂

T3-0 ：新田 清 Slー02：福島繁樹 84-01：豊嶋 茂 R3-02：豊嶋 茂

T3-02：豊嶋 茂 s 1-0 3：福島繁樹 84-02：福島繁樹 R4-0l：豊嶋 茂

H. S. R. S'!'HBOL HARK 

( MP  1,000 VCより作図）
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